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この構造を compartmenting lamella (CL)とよび、繊毛間の協調運動に重要であると考えられる。しかしな
がら、櫛板に関する生理学的な研究が多く行われてきたのに対し、CLの分子構造に関する研究は皆無であっ
た。 


































               審   査   の   要   旨 
  
本研究で著者は、有櫛動物カブトクラゲの飼育系や実験系を確立した上で、櫛板内の繊毛束化を司ってい
る compartmenting lamella (CL)の構成タンパク質を２種類同定した。これら２種類のタンパク質に対する
抗体を用いた免疫組織化学により、この２種類の局在が近位領域と遠位領域に明確に区分されることを明ら
かにし、CLが櫛板の根本から先端に存在する一様の構造ではない新たな知見を見出した。さらに、２種類の
タンパク質の翻訳阻害実験により、CLの近位領域と遠位領域が機能的にも役割分担を行い、櫛板の推進力発
生に関わっていることを明らかにした。有櫛動物は、後生動物の最も祖先的な生物の一つであることが明ら
かになっている。本論文は、複合繊毛の分子構築の一部をはじめて明らかにし、繊毛束化の機構に新たな細
胞生物学的知見を生み出したのみならず、動物の進化研究にも重要な知見を与えるものである。 
 
 令和２年１月２７日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
